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令和６年度国際理解ワークショップ 進行シート 

 

令和 ７年 12時月９日作成 

 

大 学 名         新潟国際情報大学              

タイトル：  実は私たちも当事者に！？  

 ～カンボジア紛争から考える意外と身近な紛争のこと～                 

 

１．本ワークショップに関連する SDGsの目標に〇印をつけてください。  

 

 

２：本ワークショップの要旨 

紛争はいつ、どこで、なぜ起こるのだろうか。紛争と言っても、家族や友達とのケンカから、さらには武

力紛争(内戦や戦争)まで、その質と規模は様々である。このワークショップでは、カンボジア紛争を具体

例として取り上げ、一見遠くの国で起きている私たちとは無関係に見える紛争と、日常生活の中の争い

が本質的に同じものであることを参加者と一緒に発見したい。そして、紛争を自分事として捉えてもら

い、どのように暴力化させず、平和的解決へ導けるのかを参加者と共に考えたい。 

 

３：本ワークショップの目的(目標、実現したいこと) 

一見遠くの国で起きている私たちとは無関係に見える紛争と、日常生活の中のけんかなどの争いが実

は本質的に同じものであることを参加者と一緒に発見したい。さらに紛争を自分事として捉えてもらい、

どのように暴力化させず、平和的解決へ導けるのかを参加者と共に考えたい。また、意見の対立は悪いこ

〇印 SDGs１７の目標 〇印 SDGs１７の目標 〇印 SDGs１７の目標

①貧困をなくそう

②飢餓をゼロに

③すべての人に健康と
福祉を

④質の高い教育を

みんなに

⑤ジェンダー平等を

実現しよう

⑥安全な水とトイレを世
界中に

⑦エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

⑧働きがいも

経済成長も

⑨産業と技術革新の

基盤をつくろう

⑩人や国の不平等

をなくそう

⑪住み続けられる

まちづくりを

⑫つくる責任
つかう責任

⑬気候変動に

具体的な対策を

⑭海の豊かさを

守ろう

⑮陸の豊かさも

守ろう

⑯平和と公正を

すべての人に

⑰パートナーシップ
で目標を達成しよう

様式４ 
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とではないということにも気づいてもらいたい。 

 

４：本トピックをとりあげる理由 

 近年、国家間、国内での紛争が勃発している。紛争のもととなる意見の対立は決して悪いこ

とではない。しかし、暴力化（武力化）することによって解決する時間が遅れ、被害が拡大し

てしまうことが問題である。本ワークショップでは我々とは無関係に見える紛争と、日常生活

の中の争いが本質的に同じものであることを参加者と一緒に発見し、紛争を自分事として捉え

てもらい、どのように暴力化させず、平和的解決へ導けるのかを参加者と共に考える。そして、

近年抑圧されつつある意見の対立は悪いことではないことを知ってもらいたいため。 
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５：活動過程  

（使用時間：前半 9:50～11：50 （120 分）後半 13:55～15:55 （120分）  

参加人数：前半 39人 後半 40人 ） 

過 程 

(所要時間) 
活動内容 

具体的な発問・ 

説明・動きなど 
ねらい 

使用する 

教材・備品 

予想される反応、

その他注意事項 

導 入 :起 

（26分） 

 

 

あいさつ 

(５分) 

 

 

 

 

 

紛争の定義説

明（6分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイスブレイ

ク「なりき

り！カンボジ

ア旅行！」 

(１５分) 

大学生の自己紹

介 

班で自己紹介 

・名前 

・行きたい国 

 

 

紛争の定義（意

味）について説

明する 

 

紛争と戦争の違

い(3分) 

 

 

 

 

スライドでカン

ボジアの写真を

見せる。 

ある人物の写真

も提示し、どん

な人に見えるか

話し合ってもら

う。 

メンバーも

名前を知っ

てもらい、行

きたい国の

話をしても

らう。 

 

紛争につい

て知っても

らう 

 

 

 

 

 

 

この後に説

明するカン

ボジアにつ

いて知って

もらう。また

承へ導入す

る。 

ポインター 

ベル 

名札シール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カンボジア T

シャツ 

チームごとの自己

紹介にかかる時間

の差を作らないよ

うにする。 

 

 

 

 

 

紛争の定義 

 

「個人や集団が、同時に両立

不可能なものをそれぞれ得よ

うとし、かつ目的実現のため

には実力の行使も厭わず、自

らが一方的に目標を達成しよ

うとしている状態」 
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展 開 ：承 

（40分） 

 

カンボジア紛

争説明 

(18分) 

 

説明(13分) 

地 雷 交 換 (5

分) 

 

 

 

 

 

カンボジア紛

争の解説を聞

い て の 感 想

（12分） 

 

カンボジア 

(4分) 

紛争(4分) 

発表(4分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休憩（10分） 

カンボジア紛争

について、簡単

なストーリーに

直して説明する

（ポル・ポトの

政策から、和平

協 定 ま で の 流

れ、選挙実施か

らカンボジアの

現状） 

 

 

大学生からの解

説を聞いて、カ

ンボジア紛争に

ついて、学生か

ら思ったことを

率直に話しても

らう。 

紛争に対してど

のような事を考

えたのか、発表(3

班分) 

してもらう 

 

感想発表によっ

て、明らかにな

ったカンボジア

紛争の悪いが、

しかし紛争は良

いということを

提示する。なぜ

悪化したのかを

示唆して休憩に

入る。 

カンボジア

紛争につい

て知っても

らう 

 

カンボジア

紛争につい

て、続けて説

明する。 

 

 

学生自身の

率直な感想

を聞くこと

で、カンボジ

ア紛争の悪

い部分を感

じてもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地雷のレプリ

カ 

 

地雷交換×3 

(1分ずつ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイトボー

ド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チームファシが出

た発言をメモする 
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発 展 ：転 

（28分） 

紛争解説 

（13分） 

 

解説(5分) 

話 し 合 い (5

分) 

発表(3分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのように紛

争に解決すれ

ば良いのか。 

(１０分) 

 

 

 

 

 

発表 

(5分) 

 

紛争の役割、避

けられない「意

見の対立」を解

説する。 

カンボジア紛争

はなぜ多くの被

害 を 出 し た の

か。 

身近な紛争の例

で悪化してしま

った例を提示す

る。 

 

 

 

 

カンボジア紛争

はどのように解

決すればよかっ

たのか。また、身

近な紛争はどの

ように解決すれ

ば良いのか。 

 

 

各班(3 班分)か

ら発表してもら

う。 

対立は避け

た方がよい

という誤認

を避けるた

め 

紛争の悪化

する原因に

ついて考え

たことを踏

まえ、解決へ

導く思考を

養う 

 

裏紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポストイット 

模造紙 

マーカー 

 

 

 

チームファシがメ

モする 

 

 

 

 

 



6 

 

まとめ ：結 

（23 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予備 3分 

ワークショッ

プ振り返り 

（1分） 

 

まとめ 

（３分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学生による

カンボジアに

ついてのトー

クショー (13

分) 

 

 

 

 

アンケート 

(5分) 

ワークショップ

を、振り返る 

 

 

意見の衝突（紛

争）は避けられ

な い も の で あ

る。悪いことで

はないが解決手

段として暴力を

用いてはならな

い 

 

 

今夏、実際にカ

ンボジアへ行っ

た大学生から、

その思い出と、

現在のカンボジ

アの話をする。 

 

 

 

QRコード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カンボジア

に対する明

るいイメー

ジを持って

もらう。 

  

６：会場のセッティング（対面の場合のみ） 
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                       前 

           

                  

７：使用する教材 

なし 

８：参考にした資料 

・『カンボジアの 10年の歩み』 : 一九七九～一九八九年 フン・セン著 ; 川口正樹訳 風響社 

 （2022・10） 

・『強化されるフン・セン体制 : 2023 年カンボジア総選挙と世襲内閣の誕生 = The Strengthening of 

Hun Sen's Rule : Cambodia's 2023 National Assembly Elections and the Birth of the Hereditary 

Regime』 / 山田裕史編   オンデマンド版 千葉 : 日本貿易振興機構アジア経済研究所 

（2024・3 18） 

・『現代世界の紛争解決学 : 予防・介入・平和構築の理論と実践』 / オリバー・ラムズボサム, トム・

ウッドハウス, ヒュー・マイアル著 ; 宮本貴世訳  東京 : 明石書店（2009・12） 

・『ユーラシアの紛争と平和』 / 広瀬佳一, 小笠原高雪, 上杉勇司編著  東京 : 明石書店 

 （2008・7） 

・『平和構築のアプローチ：ユーラシア研究所の最前線』 / 広瀬佳一、湯浅剛編 東京：吉田書店 

 （2013・12） 

・『戦争を知るための平和学入門 』/ 高柳先男著 筑摩書房（2000・6） 

・『どうすれば争いを止められるのか １７歳からの紛争解決学』 上杉勇司 ＷＡＶＥ出版 

 （2023・１ 31） 

・『紛争解決暴力と非暴力』 / 長崎暢子 清水耕介編著 ミネルヴァ書房 （2010・6） 

・『わたしが見たポル・ポト：キリングフイールズを駆けぬけた青春』（2006 9） 馬淵直城著 集英社 

・『人はなぜ人を殺したのか ポル・ポト派、語る』 船越美夏著 毎日新聞社 （2013・9） 

・『ガルトゥング平和学入門』ヨハン・ガルトゥング、藤田明史編著 法律文化社（2003・9） 

・『アジアの虐殺・弾圧痕を歩く：/ポル・ポトのカンボジア / 台湾・緑島 /韓国・済州島/』 

 藤田賀久著 東京：えにし書房 （2021・5） 

・カンボジア和平に関するパリ和平協定締結 30 周年について（外務報道官談話）｜外務省 

・JIIA -日本国際問題研究所- 

・在任 37 年、中国との関係重視 カンボジア首相 フン・セン氏 - 日本経済新聞 （2022 4 22） 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/danwa/page1_001060.html
https://www.jiia.or.jp/
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO60193620R20C22A4M13400/?msockid=2e17856865ea66520e1d91116490673e
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・パリ和平協定 30 周年から振り返るカンボジアの体制移行（山田 裕史） - アジア経済研究所 

・ポル・ポト派 常軌を逸した恐怖支配 - 日本経済新聞 (2022 9 22) 

) 

 

９：その他 

なし 

 

 

https://www.ide.go.jp/Japanese/IDEsquare/Eyes/2021/ISQ202120_029.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOGM222Z40S2A920C2000000/?msockid=2e17856865ea66520e1d91116490673e

